
特集特集

き
、
そ
の
開
始
か
ら
７
日
以
内
ま
た
は
事
前
に
、
裁

判
官
に
対
し
て
一
時
保
護
状
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
す
る
「
一
時
保
護
時
の
司
法
審
査
」

制
度
が
創
設
さ
れ
た
（
図
２
参
照
）。
２
０
２
５
（
令

和
７
）
年
６
月
１
日
か
ら
の
施
行
と
な
っ
て
い
る
。

一
時
保
護
時
の
司
法
審
査
の
内
容
は

　

同
制
度
の
具
体
的
な
内
容
は
、
次
の
通
り
と
な
っ

て
い
る
（
４
頁
図
３
参
照
）。

●
一
時
保
護
時
の
司
法
審
査
の
枠
組
み

　

一
時
保
護
時
の
司
法
審
査
と
し
て
、具
体
的
に
は
、

児
童
相
談
所
長
等
が
一
時
保
護
を
行
う
と
き
は
、
以

下
の
場
合
を
除
き
、
一
時
保
護
を
開
始
し
た
日
か
ら

起
算
し
て
７
日
以
内
（
こ
の
期
間
は
、初
日
を
含
む
）

ま
た
は
事
前
に
、
裁
判
官
に
一
時
保
護
状
を
請
求
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①�

当
該
一
時
保
護
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
当
該
児
童

の
親
権
を
行
う
者
ま
た
は
未
成
年
後
見
人
（
以
下

「
親
権
者
等
」
と
い
う
）
の
同
意
が
あ
る
場
合

②
当
該
児
童
に
親
権
者
等
が
な
い
場
合

③�

当
該
一
時
保
護
を
開
始
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
７

日
以
内
（
初
日
を
含
む
）
に
解
除
し
た
場
合

　

裁
判
官
は
、
一
時
保
護
の
開
始
に
係
る
一
時
保
護

　2022（令和４）年の児童福祉法改正では、
児童相談所が一時保護を開始する際に、親権
者等が同意した場合を除き、事前または保護
開始から７日以内に、裁判官に一時保護状を
請求する等の手続き（一次保護時の司法審査）
を創設することとされました。2025（令和
７）年６月１日に施行されます。
　2024（令和６）年３～５月にかけて、
18自治体で試行運用が行われ、そこでの意
見を受け、対応マニュアル（案）の修正がな
され、2024（令和６）年12月26日に対
応マニュアルの確定版が公表されています。
内容をみながら、よりよい一時保護について
考えます。

「
一
時
保
護
時
の

司
法
審
査
」創
設
に
つ
い
て

「
一
時
保
護
時
の
司
法
審
査
」は

２
０
２
５（
令
和
７
）年
６
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

児
童
虐
待
防
止
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
等
も
あ

り
、
児
童
相
談
所
（
全
国
２
３
２
カ
所
）
が
児
童
虐

待
相
談
と
し
て
対
応
す
る
件
数
は
毎
年
増
え
続
け
て

お
り
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
時
点
で
は

21
万
４
８
４
３
件
に
の
ぼ
っ
て
い
る
（
図
１
）。

　

こ
ど
も
が
虐
待
さ
れ
て
い
る
場
合
の
一
時
保
護
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
児
童
相
談
所
長
の
権
限
と
判

断
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
が
、
一
時
的
と
は
い
え

こ
ど
も
の
行
動
の
自
由
が
制
限
さ
れ
、
親
子
分
離
と

な
る
こ
と
か
ら
、２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
の
国
連
・

児
童
の
権
利
委
員
会
の
日
本
政
府
に
対
す
る
勧
告
書

（
日
本
の
第
４
回
・
第
５
回
政
府
報
告
に
関
す
る
総

括
所
見
）
で
は
、「
児
童
を
家
族
か
ら
分
離
す
る
べ

き
か
否
か
の
決
定
に
関
し
て
義
務
的
司
法
審
査
を
導

入
す
る
こ
と
」
と
勧
告
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
児
童
相
談
所
に
お
け
る
一

時
保
護
の
手
続
等
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会

（
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
９
月
～
２
０
２
１
（
令

和
３
）
年
11
月
）、
社
会
保
障
審
議
会
児
童
部
会
社

会
的
養
育
専
門
委
員
会
で
議
論
が
行
わ
れ
、
同
専
門

委
員
会
の
報
告
書
（
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
２
月

10
日
）
で
は
、「
独
立
性
・
中
立
性
・
公
平
性
を
有

す
る
司
法
機
関
が
一
時
保
護
の
開
始
の
判
断
に
つ
い

て
審
査
す
る
新
た
な
制
度
を
導
入
す
る
」と
さ
れ
た
。

　

こ
の
内
容
を
踏
ま
え
た
「
児
童
福
祉
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
」
は
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）

年
３
月
４
日
に
国
会
に
提
出
さ
れ
、
同
年
６
月
８
日

に
成
立
。
児
童
相
談
所
長
が
一
時
保
護
を
行
う
に
当

た
っ
て
は
、
親
権
者
等
の
同
意
が
あ
る
場
合
等
を
除

WAMー2025.5 ●2
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法
（
昭
和
23
年
法
律
第
１
６
８
号
）
第
６
条
の

６
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
事
件
の
送
致
を
受
け

た
と
き
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
に

該
当
し
（
以
下
「
府
令
該
当
性
」
と
い
う
）

②�

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
（
以
下
「
一
時
保
護

の
必
要
性
」
と
い
う
）

　

一
時
保
護
状
の
請
求
を
受
け
た
裁
判
官
は
、
府
令

該
当
性
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
明
ら
か
に
一
時

保
護
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
を
除
き
、
一
時

保
護
状
を
発
付
す
る
。

●�

一
時
保
護
状
の
請
求
手
続

　

一
時
保
護
状
の
請
求
は
、
府
令
該
当
性
お
よ
び
一

時
保
護
の
必
要
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
資
料
を
添

え
て
こ
れ
を
行
う
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
児
童
福
祉
法
等
改
正
法
に
係
る

附
帯
決
議
に
お
い
て
、
児
童
お
よ
び
親
権
者
等
の
意

見
が
裁
判
官
に
対
し
正
確
に
伝
わ
る
よ
う
適
切
な
方

策
を
講
ず
る
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
児
童

相
談
所
が
裁
判
官
に
提
供
す
る
資
料
に
は
、
令
和
４

年
児
童
福
祉
法
等
改
正
法
で
導
入
さ
れ
た
児
童
の
意

見
聴
取
等
措
置
等
に
よ
り
把
握
し
た
一
時
保
護
に
対

す
る
児
童
の
意
見
ま
た
は
意
向
、
親
権
者
等
の
意
見

を
可
能
な
限
り
盛
り
込
む
こ
と
と
す
る
。

●�

一
時
保
護
状
の
請
求
却
下
の
裁
判
に
対
す
る
取
消

請
求

　

一
時
保
護
状
の
請
求
が
却
下
さ
れ
た
場
合
に
お
い

て
、
児
童
相
談
所
長
等
は
、
一
時
保
護
を
行
わ
な
け

れ
ば
児
童
の
生
命
ま
た
は
心
身
に
重
大
な
危
害
が
生

じ
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
を

裏
付
け
る
資
料
、
府
令
該
当
性
及
び
一
時
保
護
の
必

要
性
に
関
す
る
資
料
を
添
え
て
、
当
該
却
下
の
裁
判

が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
日
以
内
に
限

り
、
所
定
の
裁
判
所
に
一
時
保
護
状
の
請
求
却
下
の

の
要
件
の
充
足
性
に
つ
い
て
、児
童
相
談
所
が

一
時
保
護
状
の
請
求
時
ま
で
に
調
査
、
収
集

し
た
資
料
を
斟
酌
し
、
迅
速
に
判
断
を
行
う
。

●�

一
時
保
護
の
要
件
の
具
体
化

　

一
時
保
護
時
の
司
法
審
査
に
お
い
て
、
裁

判
官
が
迅
速
か
つ
適
切
な
審
査
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
一
時
保
護
の
要
件
を
法
令

に
お
い
て
具
体
的
に
定
め
る
こ
と
と
し
、
児

童
相
談
所
長
等
は
、
以
下
の
要
件
（
①
お
よ

び
②
）
を
満
た
す
場
合
に
一
時
保
護
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
た
。

①
児
童
虐
待
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
少
年

WAMー2025.5 ●23 ●WAMー2025.5
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平
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年
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平
成
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年
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平
成
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平
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年
度

平
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年
度

平
成
21
年
度

平
成
20
年
度

平
成
19
年
度

平
成
18
年
度

平
成
17
年
度

平
成
16
年
度

平
成
15
年
度

平
成
14
年
度

平
成
13
年
度

平
成
12
年
度

平
成
11
年
度

平
成
10
年
度

平
成
９
年
度

平
成
８
年
度

平
成
７
年
度

平
成
６
年
度

平
成
５
年
度

平
成
４
年
度

平
成
３
年
度

平
成
２
年
度

年　度

件　数

対前年度比

平成23年度

59,919

+6.3%

平成24年度

66,701

+11.3%

平成25年度

73,802

+10.6%

平成26年度

88,931

+20.5%

平成27年度

103,286

+16.1%

平成28年度

122,575

+18.7%

平成29年度

133,778

+9.1%

平成30年度

159,838

+19.5%

令和元年度

193,780

+21.2%

令和2年度

205,044

+5.8%

令和3年度

207,660

+1.3%

令和４年度

214,843

+3.5%

（注）平成22年度の件数は、東日本大震災の影響により、福島県を除いて集計した数値。

214,843

1,101 1,171 1,372 1,611 1,961 2,722 4,102 5,352 6,93211,631
17,725 23,274 23,738

26,569

33,408

34,472

37,323

40,639

42,664

44,211

56,384

59,919

66,701
73,802

88,931
103,286

122,575
133,778

159,838

193,780
205,044

207,660

児童相談所における虐待相談対応件数とその推移図1

こども家庭庁ホームページ「令和４年度 児童相談所における児童虐待相談対応件数」（令和６年9月24日公表）より

＜事前＞ ＜事後＞

裁
判
官
の

一
時
保
護
状
発
付

裁
判
官
の

一
時
保
護
状
発
付

一
時
保
護
開
始

２
カ
月

４
カ
月

６
カ
月

一
時
保
護
解
除

一時保護した場合、一時保護開始から７日以
内に児童相談所は裁判所に一時保護状を請
求する必要がある。ただし、親権者等が一時
保護に同意する場合等は除く。

親権者等の意に反する場合、延長
（２カ月ごと）に際し家裁の承認が
必要（家事審判）（H30.4施行）

一時保護の開始時の司法審査等図2

こども家庭庁ホームページ「令和４年６月に成立した改正児童福祉法について／改正児童福祉法の概要」より
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地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

福
祉
事
業
を
展
開

　
栃
木
県
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
同
愛

会
（
法
人
本
部
：
栃
木
県
塩
谷
郡
）
は
、

人
と
人
と
の
関
わ
り
を
福
祉
の
原
点
と

し
、
障
害
の
種
別
・
年
齢
・
信
条
な
ど

に
と
ら
わ
れ
ず
に
個
別
的
な
価
値
観
と

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
同
法
人
の
沿
革
は
、
昭
和
7
年
に
東

京
都
に
お
い
て
、
傷
痍
軍
人
や
母
子
寡

婦
な
ど
の
保
護
施
設
を
運
営
す
る
社
団

法
人
大
日
本
傷
痍
軍
人
同
人
會
を
設
立

し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
社
会

福
祉
法
人
同
愛
会
に
組
織
変
更
を
行
い
、

平
成
7
年
に
法
人
本
部
を
栃
木
県
に
移

転
し
、
障
害
福
祉
事
業
を
中
心
に
高
齢

者
福
祉
、
保
育
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
現
在
の
法
人
施
設
は
、
障
害
福
祉
事

業
で
は
障
害
者
入
所
施
設
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
生
活
介
護
、

日
中
一
時
支
援
、
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
な

ど
、
高
齢
者
福
祉
事
業

で
は
地
域
密
着
型
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
認

知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

保
育
事
業
で
は
認
可
保

育
所
、
学
童
保
育
を
運

営
。
姉
妹
法
人
と
な
る

社
会
福
祉
法
人
あ
い
の

か
わ
福
祉
会
と
一
体
的

に
事
業
を
運
営
し
て
い

る
。

　
同
法
人
が
こ
れ
ま
で

地
域
で
担
っ
て
き
た
役

割
に
つ
い
て
、
理
事
長

の
菊
地
月
香
氏
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
当
法
人
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
生
活
で
の

困
り
ご
と
は
す
べ
て
福
祉
課
題
と
し
て

捉
え
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
を
使

命
と
し
て
き
ま
し
た
。
地
域
ニ
ー
ズ
や

利
用
者
、
行
政
な
ど
の
要
望
に
応
え
る

か
た
ち
で
、
こ
ど
も
か
ら
高
齢
に
至
る

ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
を
整

備
し
、
家
族
を
含
め
た
包
括
的
な
サ
ポ

ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

29
年
の
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
で
、

公
益
的
な
取
り
組
み
が
義
務
化
さ
れ
る

以
前
か
ら
、
利
用
者
の
社
会
参
加
を
含

め
、
社
会
貢
献
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
」。

　地
域
の
福
祉
拠
点

「
な
か
が
和
苑
」
を
開
設

　
同
法
人
は
、
令
和
2
年
5
月
に
那
須

郡
那
珂
川
町
に
お
い
て
、
地
域
福
祉
の

拠
点
と
な
る
複
合
施
設「
な
か
が
和
苑
」

を
開
設
し
た
。

交流やつながりが生まれる
地域の福祉拠点

　福祉医療機構では、地域の福祉医
療基盤の整備を支援するため、有利
な条件での融資を行っています。今
回は、その融資制度を利用された栃
木県那須郡那珂川町にある「なかが
和苑」を取りあげます。同施設は、
温泉宿と障害福祉事業所を併設した
地域の福祉拠点となっています。施
設の特色や実践する公益的な取り組
みについて取材しました。

— 栃木県那須郡那珂川町・社会福祉法人同愛会 なかが和苑 —

施設の概要施設の概要

〒 324−0618
栃木県那須郡那珂川町小口 1728
  TEL   0287−92−5511
  FAX   0287−92−5513　　
  URL   http://three-ai.jp/

開　　設：令和 2 年 5 月
併設施設：生活介護、日中一時支援、短期

入所、就労継続支援 B 型、地
域密着型通所介護、相談支援事業所、バリアフリー温泉宿

法人施設：�【障 害 福 祉】�障害者入所施設、短期入所、障害者グループホーム、生活介護、
日中一時支援、就労継続支援 B 型、相談支援事業

　　　　　【高齢者福祉】�地域密着型特別養護老人ホーム、短期入所、認知症対応型グルー
プホーム、小規模多機能型居宅介護、デイサービスセンター

　　　　　【保　　　育】認可保育所、学童保育

社会福祉法人同愛会 なかが和苑
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〒105-8486 東京都港区虎ノ門4-3-13ヒューリック神谷町ビル9階
独立行政法人福祉医療機構 総務部 広報課
TEL：03-3438-9240 fax：03-3438-9949

月刊誌「ＷＡＭ」は1年間の定期購読誌です。

購読料／1年間・・・・8,988円（税、発送料込）
体裁／A4変型判 本文36ページ
編集・発行／独立行政法人福祉医療機構
編集協力／株式会社法研

続きは、

本誌にてご覧ください。

月刊誌

定期購読のごあんない

お問い合わせ

定期購読のお申し込みはこちら

https://www.wam.go.jp/hp/publish-tabid-69/publish-wam_subscription-tabid-2676/

